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平成22年度（2010年）～令和元年度（2019年）

相模原市消費生活審議会

持続可能への注目 2015年SDGｓのスタート

2018年1月雪のなかの職員研修

さがみはらのめぐみ活用提案

3月10日バーチャルウォーター

潤水都市の食品ロス削減

食と農の関係 第1弾

はじめに
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2017 相模原消費生活展

⇀所長挨拶
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生産者消費者交流オニオン祭り↑

上村協子
うえむらきょうこ

・東京家政学院大学名誉教授
・文部科学省
消費者教育推進委員会委員長

・西武信用金庫非常勤理事
（2024年1月時点）

潤水都市の食品ロス削減
第1弾：： 2018年1月～3月
第2弾：： 202３年10月～



１）はじまりは相模原消費生活審議会 「ひと」と「ひと」をつなぐ

２）消費者庁での意見交換会

３）潤水都市の食品ロス削減 第1弾 2018年1月～3月

「バーチャルウォーター」に注目：職員提案「さがみはらのめぐみ」

＝＝＝＝＝＝＝

４）食品ロス削減推進法と推進会議 「ひと」と「もの」をつなぐ

５）潤水都市の食品ロス削減 第２弾 「時代の文化」をつなぐ

６）産学官金連携による新しい生活産業の創造
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潤水都市の食品ロス削減2024

コンテンツ



１）はじまりは
相模原市消費生活審議会

（2010～2019）10年間

相模原市生活安全課のみなさま

相模原市消費生活総合センターのみなさま

消費生活審議会メンバーお世話になりました。

みんなの消費生活展では勉強させて頂きました。
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食品ロス削減
ひととひとをつなぐこと

ひとと出会う

消費生活審議会での出会いから

さようなら消費者 こんにちは生産消費者

消費生活協同組合の現場 共同 協働とも違う協同

消費者団体の歴史 消費者と生活者ジェンダー

生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ
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さようなら 消費者
こんにちは 生産消費者
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アルビントフラー 第3の波 情報化社会
花森安治 暮らしの手帖

食品ロスを考える
日常生活から社会をかえる

いのち（生命）と暮し(生活）の生産消費者

天野正子シンポジウムの扉に

家政学のできること
「ひと」と「ひと」をつなぐこと
「ひと」と「モノ」をつなぐこと
時代の文化をつなぐこと

リカレントな流れ つなぐ まわす
一筆書きで自分の世界を描く
原点にもどってくる
主体的に生活を描き自分がかわることで社会をかえる



２）消費者庁の意見交換会へ
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潤水都市さがみはらエシカルMODEL（上村協子）

消費者庁「食品ロス削減に関する意見交換会」

ひととひとをつなぐ：：： 連携協働

2024年 11

キーワードは つながっています。



消費者庁の
意見交換会とりまとめ
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意見交換会
ポイントは
消費者市民社会

パルシステム
連合会から参加
消費者でもあり
事業者でもある
生活協同組合
だからいえる発言

（座長 上村協子） 平成26（2014）年２月26日
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現代生活学セミナー食品ロスを考えるー冷蔵庫の中から地球がみえる
http://www.kasei-gakuin.ac.jp/original/home_economics/news/2015/11/post-41.html



３）潤水都市の食品ロス削減
第1弾 2018年1月～3月
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相模原らしい食品ロス削減

職員研修目的modelを考える。
１ 相模原市民のもったいないパワーを引き出す

食品ロス削減戦略 潤水都市modelの提案

戦略的に森林や水の豊かな相模原らしさを強調！

―長野県松本市の3010運動に学ぶー

２ ＳＤＧｓを意識して、消費者と事業者が連携した

エシカルな消費者行動に注目

消費者に事業者（生産者）が言いだしにくい点を

若者が伝える SNS時代のプロシューマー💛💛
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【１】戦略的 残さず食べよう！ 30・10運動
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取組全体の戦略性 事業者と消費者が共通目標
取組み内容 消費者庁の意見交換会で取り組みを広報
１．注文の際に適量を注文しましょう。

２．乾杯後30分間は席を立たず料理を楽しみましょう。

３．お開き前10分間は自分の席に戻って、再度料理を楽しみましょう。

食べ残しが半分程度に減少※

※（平成25年1月、9月：モデル店舗への聞き取り結果）

「松本市における食品ロス削減の取組み」より
http://www.caa.go.jp/adjustments/pdf_data/131028_siryo3-4.pdf

他市町村への広がり：
塩尻市(H24~)、山形村(H25~)、
佐賀市、福岡県、兵庫県(H28)他

松本市で平成23年度から始まった、食品ロス削減の取組みである。



松本市の取組3010運動

羽田野さんの活躍
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おそとで「残さず食べよう！30・10（さんまる いちま
る）運動」のPR用コースター、ポケットティッシュ、ポス

ターを作成しました。ご協力いただける市内の飲食
店には、無料で配布しますのでご連絡ください。

https://www.city.matsumoto.nagano.jp/shisei/kankyojoho/haikibutu/syokuhin_loss/3010unndou.html



【２】福井のたべきり運動
平成27年11月 「３Ｒ推進全国大会inふくい」を開催し、食品ロス削減に取
り組む、自治体間のネットワークを形成することを参加団体で合意した。

平成28年１０月１０日（月・祝） 14：00～16：50

全国おいしい食べきり運動ネットワーク協議会設立総会

44都道府県、201市区町村

平成29年10月30日

第1回食品ロス削減全国大会～広げよう30・10inまつもと～を開催しました
（松本市市制施行110周年記念事業）

最後に、「10月30日を食品ロス削減の日にし、食品ロス削減活動を広めて
いく契機にする」ということを会場の皆さまと共有し、閉会しました。

次回大会は、来年（平成30年）の10月30日に京都市で開催されます。
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【３】伊藤園

投資家が非財務報告書をみる時代
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第1回 ジャパンSDGｓアワード 受賞
伊藤園 パルシステム生活協同組合連合会

東京2020 ＳＤＧｓ 五輪向け

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/about/doukou/page23_000779.html
外務省 ホームページ エシカルな企業が投資家から評価される時代

http://#


エシカル消費の理念
—自然環境を損なわない —自然環境が良くなる
—社会の悪（児童労働や労働搾取など）を助長しない
—社会の善（助けを必要とする人々を支援するなど）を促進する
—地域社会、地域経済を損なわない
—地域社会、地域経済を応援する
今の時代、これからの社会には、どのような課題や問題があるのか？課題や問
題にどうやったらエシカルなアプローチができるのか、これをまず考え、想像す
ることが大切です。

環境に配慮された消費
●グリーン購入
●自然エネルギー利用
●エコマーク付き製品
●オーガニック製品
●車のレンタル・シェア
●省エネ、低炭素製品
●動物福祉製品
●国産材使用
●フェアトレード製品
●リサイクル製品 など

人・社会に配慮された消費
●フェアトレード製品
●障害者の作った製品寄
付付き製品
●社会的責任投資（フェア
ファイナンス）
●ペイフォワード

地域に配慮された消費
●地産地消（自然エネルギー
等も含まれる）
●地元商店での買い物
●応援消費
●伝統工芸
●友産友消
●フェアトレード製品

(一社)エシカル協会HPより
http://ethicaljapan.org/ethical-

consumption
潤水都市さがみはらエシカルMODEL（上村協子）2024年 25



スマホで食材注文の時代
宅配は食品ロスが少ない

●第4次産業革命の時代 地域のよさ

食品産業における食品ロスの発生要因として(1)販売・流通段階での売れ残り・余剰(2)製
造過程等における企画外品の発生(3)外食における食べ残しや製造・流通過程における
仕込みすぎの３点が挙げられる。

宅配は，先述のとおり毎週同じ曜日，同じ時間帯に定期的に訪問し，あらかじめ注文され
たものを，１週間後に組合員に届けている。

人によっては使い勝手が悪いかもしれないが，このシステムによって，事前に数量を把握
することができる。そのため，店舗と比較すれば，格段に売れ残りや余剰を減らすことが
できている。

発生要因のひとつである「販売・流通段階での売れ残り・余剰」の抑制につながる。消費
者の視点からも，１週間ごとに商品を受け取ることで予算を立て，計画的に消費すること
になる。不要な特売品につい手を出してしまう「衝動買い」を抑え，余計な廃棄や時間の
むだを省く節約になる。実際，１週間分を計画的に利用（計画購入）し，無理のない節約や
ライフプランを実現した組合員から声が届く例も少 な く な い 。
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バーチャルウォーターを知っていますか？
水のない国から輸入した食品

潤水都市の食品ロス削減
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17の持続可能な開発のための目標（SDGｓ）
１２番目 つくる責任 つかう責任 で食品ロス

「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」より
（2015 年 9 月 25 日第 70 回国連総会で採択）虎の巻


